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アセトニトリルの節約 – その1 –LT08３

近年、世界的な環境破壊の深刻化により環境負荷の小さ

い製品が求められるようになってきました。

HPLC分析においても従来より内径の細いカラムを使うな

ど移動相溶媒（アセトニトリルなど）の使用量削減が進めら

れています。

ここではアイソクラティック分析において、リサイクル

の手法を応用して溶媒を簡単に節約できる便利グッズ

をご紹介します。

(T.Tamura)

Auto Mode

Auto Modeでは検出器か

らの信号を受けて設定し
たThreshold Leveｌ以上の

部分（青色（■））だけ廃液
に捨て、それ以外の時間
帯は移動相ビンに回収し
ます。
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Time Mode

Time Modeでは事前にプロ

グラムしたタイムスケジュー
ルに従って廃棄(WASTE)と
回収(RECYCLE)を繰り返し
ます。

青色（■）部分を廃液に捨て、
それ以外の時間帯は移動
相ビンに回収します。
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＊これ以外に電磁弁動作を操作キーで行うManual Modeと、外部接点信号で動作させるRemote Modeがあります。

流路図

キャリア溶媒回収装置 SR671
この装置は検出器のドレインラインの後に接続して、

電磁弁の切換動作により移動相を溶媒ビンに戻して再

利用するための装置です。成分ピークが出ている間は

溶媒を廃棄し、それ以外の時間帯は溶媒ビンに回収し

て、実質的に溶媒使用量を削減します。

回収動作には４種類のモードあり、ピークの閾値から

自動的に行なうオートモード（Auto Mode）、時間によっ

てコントロールを行なうタイムモード（Time Mode）など

によって溶媒をリサイクルすることができます。

https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.htmlアプリケーション検索はこちらから ・・・
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溶媒回収装置に不向きな例

×：夾雑ピークが多い場合

アイソクラティック分析で
も天然物分析のように、
夾雑成分が多い分析では
移動相溶媒を回収できる
時間帯がほとんどなく回
収効率が非常に悪くなっ
てしまいます。
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×：グラジエント分析の場合

グラジエント分析では
刻々と溶媒組成が変化し
ていますので、移動相の
回収はできません。

キャリア溶媒回収装置 SR671 Solvent Recycler
設定MODE AUTO、TIME、REMOTE、MANUAL

信号入出力 検出器信号入力（10mV or 1V）、REMOTEスタート入力

電 磁 弁 ３方電磁弁（接液部＊PTFE）

大きさ／重さ １２０（W)×２６０（D)×１４０（H)mm（電磁弁を除く）、２．５ｋｇ

電 源 AC１００～２４０V ５０／６０Hz
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